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１．総合計画策定体制図 
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２．総合計画策定の経緯 

日 付 内 容 

令和２年  

1月 23日 総合計画講演会 

「総合計画の策定について」と題して講演会を実施。対象者は、市職員及
び市議会議員等。講師は、帝塚山大学中川幾郎名誉教授。 

7月 14日 中学生アンケート 

7月 22日 加茂市総合計画策定委員及び策定主任の任命 

7月 27日 市民アンケート 

8月 3日 総合計画策定事務に関する説明会 

8月 7日 総合計画策定主任研修会 

9月 9日 総合計画策定主任会議① 

策定方針、スケジュール、基本フレーム、意見交換 
9月 25日 総合計画策定委員会① 

総合計画策定について、スケジュールについて 
9月 26日 市民ワークショップ①（全３回） 

10月 9日 第１回 総合計画審議会 

諮問、総合計画の概要について 
10月 10日 市民ワークショップ②（全３回） 

10 月 21～

23、27日 

総合計画策定主任会議② 

10月 24日 市民ワークショップ③（全３回） 

11月 9日 総合計画策定委員会② 

第１回審議会の内容について、市民・中学生アンケート及びワークショッ
プについての報告 

11月 16日 総合計画に関する勉強会 

「総合計画の策定にあたって～加茂市の現状と課題～」と題して講演会
を実施。対象者は、市議会議員及び審議会委員。講師は、新潟大学鷲見英
司准教授。 

11月 16日 市議会との意見交換① 

12月 7日 第２回 総合計画審議会 

基本構想、加茂市の将来像や基本目標について、骨子案（基本計画）につ
いて 
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○の中の数字は、会議の回数を表します。 

 

 

 

  

令和３年  

2月 4日 総合計画策定委員会③ 

基本構想（将来像、まちづくりの理念、基本目標について）、基本計画（骨
子、分野ごとの施策について） 

2月 26日 第３回 総合計画審議会 

基本構想（素案）について 
総合計画分科会 

分科会１ 子育て・教育 

分科会２ 健康・福祉、商工業・農業など 

分科会３ 行政・財政 

3月 18日 分科会１②生涯学習、芸術文化、スポーツなど 

3月 19日 市議会との意見交換② 

5月 11日 総合計画策定委員会④ 

基本構想・基本計画のパブリックコメント案について 
5月 28日 第４回 総合計画審議会 

基本構想・基本計画のパブリックコメント案について 
6月 9日～ 

 7月 8日 

パブリックコメントの実施 

7月 13日 総合計画策定委員会⑤ 

パブリックコメントの結果について 
7月 21日 市議会との意見交換③ 

8月 2日 第５回 総合計画審議会 

パブリックコメントの結果について、答申（案）について 

8月 18日 第６回 総合計画審議会（答申） 

8月 24日 総合計画策定委員会⑥ 

答申について 

10月 5日 加茂市議会 

加茂市総合計画基本構想を定めることについて 可決 
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３．総合計画審議会委員名簿 

 

区分 氏名 所属団体・役職等 

行政委員会の委員 ○乙川 智子 加茂市教育委員 

公共的団体等の役
職員 

木戸 信輔 加茂商工会議所（会頭） 

堀内 大祐 加茂商工会議所青年部（直前会長） 

石附 孝子 加茂商工会議所女性会（会長） 

 山田 宗 （一社）加茂青年会議所（理事長） 

 山田 喜良 にいがた南蒲農業協同組合 
（経営管理委員加茂地区委員長） 

 中山 勇 加茂市区長会（会長） 

 金澤 理久夫 社会福祉協議会（会長） 

 外石 栄子 加茂市連合婦人会（会長） 

識見を有する者 ◎出口 高靖 新潟経営大学観光経営学部（教授） 

 中林 功一 株式会社 山忠（代表取締役会長） 

 阿部 貴行 加茂信用金庫（理事長） 

 安達 里枝 株式会社 スマイルファーム（代表取締役） 

 曽根 亮子 株式会社 皆川製作所（代表取締役社長） 

 櫻井 美奈子 加茂子育て応援隊（代表） 

 加藤 はと子 道の駅 庭園の郷 保内（駅長） 

 渡邊 明子 育ち合い応援グループ「ちょっといい加茂」 
（代表代理） 

市民 中山 正栄 公募により選出された委員 

 海津 恵美 公募により選出された委員 

 森田 佑介 公募により選出された委員 

所属団体・役職等は、令和 2年 10月現在のものです。 

◎＝会長、〇＝職務代理 
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５．市民アンケート結果の概要 

 
 
アンケート調査の概要 

項 目 概 要 
対象者 加茂市在住の 18歳以上の男女 2,000人 
実施時期 令和２（2020）年７月 
抽出方法 住民基本台帳を用いた等間隔抽出 
配付回収 郵送法 
回収状況 回収票数：996票（回収率：49.8％） 

 
回答者属性 
性別 

 

 
年齢区分                  地区別回答者 

     
 
 
  

回答者数 割合

男性 454 45.6%

女性 539 54.1%

不明 3 0.3%

計 996 100.0%

回答者数 割合

七谷小学校区 73 7.3%

南小学校区 181 18.2%

加茂小学校区 253 25.4%

石川小学校区 212 21.3%

下条小学校区 162 16.3%

須田小学校区 70 7.0%

西小学校区 36 3.6%

不明 9 0.9%

計 996 100.0%

回答者数 割合

18-19歳 14 1.4%

20歳代 55 5.5%

30歳代 69 6.9%

40歳代 121 12.1%

50歳代 174 17.5%

60歳代 240 24.1%

70歳代以上 322 32.3%

不明 1 0.1%

計 996 100.0%
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これからも加茂市に住み続けたいと思いますか 

 
 
加茂市に住み続けたい理由はなんですか（３つまで） 
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市外に転出したい，他の地区に移り住みたい理由は何ですか（3つまで）

あなたが理想とする加茂市はどんなまちですか（３つまで）
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加茂市のまちづくりや分野の各取組に対する満足度，重要度(問 12) 
 
市民アンケート調査では，「子育て，医療．福祉」，「生活環境」，「都市基盤」，「教育文化
スポーツ」，「産業・観光」，「市民参画・行政運営」の 5分野における， 32の取組（施策）
について，満足度と重要度を調査しました。 
 
(a)満足度と重要度の点数化の方法について 
 
1)点数化 
 以下の算定式から「満足度」と「重要度」を点数化しています。 
 
満足度 

＝  

｛「満足」の回答数 ×2＋
「やや満足」の回答数 ×1＋

「どちらでもない」の回答数 ×0＋
「やや不満」の回答数 ×（－1）＋
「不満」の回答数 ×（－2）｝

有効回答数
 

重要度 

＝  

｛「重要だと思う」の回答数 ×2＋
「やや重要」の回答数 ×1＋

「どちらでもない」の回答数 ×０+
「あまり重要でない」の回答数 ×（－1） ＋

「重要でない」の回答数 ×（－2）｝
有効回答数

 
 
 
2)点数の見方 

 満足度と重要度はともに，－2から 2までの値をとりえます。 
プラス → 満足している（重要だと思う）市民が多い。 

 マイナス→ 満足していない（重要だと思わない）市民が多い。 
 
  

資
料
編

資
料
編

88



89 
 

(b)図の見方について 
・「満足度」の点数は 0を境に，0より右（プラス）を満足度が高い領域，0より左（マイナ
ス）を満足度が低い領域としています。 
・「重要度」の点数は 1 を境に，1 より上を重要度が高い領域，1 より下を重要度が低い領
域としています。 
・満足度と重要度を組み合わせることで，右上を「満足：高，重要度：高」，左上を 「満足：
低，重要度：高」，左下を「満足：低，重要度：低」，右下を「満足：高，重要度：低」の
領域とみなしています。 
・図の左上の 「満足：低，重要度：高」は，住民にとっての重要度が高いが，満足度が低
い領域であり，市民満足の改善のための対策が求められるものです。また，左下の「満足：
低，重要度：低」であっても，市民にとっての重要度が低いかもしれないが，政策上重要
な取組であるため，市民満足の改善のための対策が求められるものです。 

 
 
（再掲）加茂市のまちづくりや分野の各取組に対する満足度，重要度 
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６．財政状況 

 

 加茂市の財政は、財政の弾力性を判断する経常収支比率が高い状態で、独自の行政サービ

スの提供や老朽化した施設の更新等を行うためのゆとりがありません。また、財政調整基金

残高が他の自治体と比較して格段に少なく、厳しい財政運営となっています。 

 一方、実質公債費比率は県内 20市で中位であり、市債残高も少ないことから借金の返済

に追われている状況ではありません。 

 様々な課題に対応していくため、令和２年２月に策定した「行財政健全推進計画」にしっ

かり取り組み、経常的経費の見直しと自主財源の確保に努めていきます。 
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７．総合計画と SDGs（持続可能な開発目標） 

 

SDGsには 17の達成目標があり、それぞれの目標は次のとおりです。 

ロゴ 説 明 

 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を

促進する 

 

あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

 

全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促

進する 

 

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を行う 

 

全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

 

全ての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク

セスを確保する 

 

包摂的かつ持続可能な経済成長及び全ての人々の完全かつ生産的な雇用

と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する 

 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促

進及びイノベーションの推進を図る 
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ロゴ 説 明

各国内及び各国間の不平等を是正する

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を

実現する

持続可能な生産消費形態を確保する

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用す

る

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、

砂漠化への対処、並びに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を

阻止する

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人々に司法

へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある

包摂的な制度を構築する

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシッ

プを活性化する

（参考）総務省ホームページ
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1 2 3 4 5 6 7

子育て・教育
１．子育て支援 〇 〇

２．結婚･妊娠･出産 〇 〇

３．学校教育 〇

４．学校施設 〇
健康・福祉

１．健康･医療 〇 〇

２．障がい者･障がい児福祉 〇

３．高齢者福祉 〇
生活・環境、
生活基盤 １．防災･減災

２．消防･救急 〇

３．防犯・交通安全 〇

４．生活環境

５．住環境

６．道路・公共交通

７．水道水の供給 〇

８．汚水処理の推進 〇

１．生涯学習 〇

２．芸術文化･文化財 〇

３．スポーツ 〇

４．市民協働･地域コミュニティ

５．人権･多文化共生 〇

１．魅力あるまちづくり

２．商工業の振興

３．中心市街地の活性化

４．農林水産業の振興 〇
行政活動

１．財政運営

２．行政運営

該当する施策数 0 2 7 5 3 2 0

芸術・文化、
スポーツ、
自治・人権

都市の魅力創造、
産業・雇用

各施策とＳＤＧｓとの対応表

分野 施　策

SDGs　17のゴール
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１．子育て支援 〇 〇

２．結婚･妊娠･出産 〇 〇

３．学校教育 〇

４．学校施設 〇
健康・福祉

１．健康･医療 〇 〇

２．障がい者･障がい児福祉 〇

３．高齢者福祉 〇
生活・環境、
生活基盤 １．防災･減災

２．消防･救急 〇

３．防犯・交通安全 〇

４．生活環境

５．住環境

６．道路・公共交通

７．水道水の供給 〇

８．汚水処理の推進 〇

１．生涯学習 〇

２．芸術文化･文化財 〇

３．スポーツ 〇

４．市民協働･地域コミュニティ

５．人権･多文化共生 〇

１．魅力あるまちづくり

２．商工業の振興
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〇 3
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1
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〇 1

〇 1
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1
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1

〇 1
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〇 〇 2

〇 1

〇 〇 3

〇 〇 〇 3

〇 〇 〇 3

6 0 2 12 3 1 1 1 4 0 49

関連する
目標数

SDGs　17のゴール
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8.　指標一覧表

現状 目標値

（基準時点） （R7（2025）年度末）

１．未来を担う子どもたちが夢と希望にあふれ育つまち

55.6% 70.0%

（2019年度） （2025年度）

0人 0人

（２０２０年度） （２０２５年度）

0 2

（2020年度） （2025年度）

88.0% 90.0%

（2019年度） （2025年度）

０人 8人

（2020年度） （2025年度）

０人 3人

（2020年度） （2025年度）

30人 30人

（2020年度） （2025年度）

50件 50件

（2020年度） （2025年度）

未策定 策定済

（2020年度末） （2025年度末）

66.7% 87.9%

（2020年度末） （2025年度末）

見直し未実施 見直し実施済

（2020年度末） （2025年度末）

23.3% 96.7%

（2020年度末） （2025年度末）

２．ともに支えあい、だれもが安心して健やかに暮らせるまち

45.9% 60.0%

（2019年度） （2025年度）

未実施 1,000人

（2020年度） （２０２５年度）

7.8% 7.3%

（2019年度） （2025年度）

54.0% 50.0%

（2020年度） （2025年度）

なし 年１回以上

（2020年度） （2025年度）

なし あり

（2020年度） （2025年度）

未設置 設置済

（2020年度） （2025年度）

4事業所 6事業所

（2020年度） （2025年度）
居宅介護支援事業所数

児童発達支援センターの設置

基本相談事業の民間事業所への委託（基本相談窓口の増
設）

加茂市自立支援協議会による地域の支援体制の評価実施

2

病院や診療所の撤退が気になる人の割合（市民アンケート）

健康増進プロジェクト事業参加者数（累計）

65歳以上人口に対する中重度（要介護３以上）認定率

1

特定健康診査受診率

3

スクールバス　リース車両更新率

小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針に基づ
く調理場の見直し

4

小・中学校耐震化率

小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針の策定

分野 施策 指標

結婚の希望をかなえる支援・取組の数

奨学金の貸与件数（新規）

3

妊娠・出産について満足している者の割合

年間を通しての待機児童の数

子どもの学習・学校生活に関する支援スタッフの数

学校ICT支援員

部活動外部指導者の数（中学校計）

1

2

この地域で子育てをしたいと思う親の割合
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現状 目標値

（基準時点） （R7（2025）年度末）
分野 施策 指標

3人 6人

（2020年度） （2025年度）

12団体 20団体

（2020年度） （2025年度）

2,075人 2,500人

（2020年度） （2025年度）

３．安全・安心で環境にやさしいまち

0.4% 50%

（２０２０年度） （２０２５年度）

21組織 30組織
（2020.10.1現在） （2025年度末）

2,495件 5,000件

（２０２１年１月現在） （２０２５年度末）

51.4% 57.5%

（２０２０年度） （２０２５年度）

３７７人 ３９０人

（2020年４月） （2025年度末）

84% 100%

（2020年7月） （2025年7月）

56人 1,000人

（2020年） （２０２５年）

64% 70%

（２０２０年度） （2025年度）

１人 ０人

（2020年） （2025年）

24人 20人

（2020年） （2025年）

14回 27回

（2020年度） （2025年度）

10,500t 9,450t

(2020年度) (2025年度)

5件 3件以下

(2020年度) (2025年度)

637基 687基

(2020年度) (2025年度)

１件 ５件

(2020年度) (2025年度)

26.4% 40.0%

(2020年度) (2025年度)

0.5% 10.0%

(2020年度) (2025年度)

62.3% 62.6%

（2020年度） （2025年度）

0橋 80橋のうち6橋

（2020年度） （2025年度）

73,215人 85,000人

（2019年度） （2025年度）
市営公共交通利用者数(年間)

橋梁長寿命化修繕数6

市道改良率

公園の施設更新率

公園の遊具更新率5

空き家バンクの年間成約数

ごみ集塵箱設置数

不法投棄件数（年間）4

ごみの排出量（年間）

消費啓発広報回数（年間）

人身事故発生件数（年間）

3

交通事故死者数（年間）

交通事故や犯罪が少なく安心して暮らせると感じる人の割
合（市民アンケート）

救命講習会受講者数（年間）

2 住宅用火災警報器の設置率

消防団員数

公共施設の耐震化率

1

加茂市防災・市民情報配信サービス登録数（メール・ＬＩＮＥ）

自主防災組織　結成率

認知症サポーター（講習受講者）数

（参考）自治体及び事業者等との災害時応援協定（災害
関連の規定のある包括連携協定含む）の締結数

地域包括支援センター専門職員数

3 地域における高齢者サロン設置の促進
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現状 目標値

（基準時点） （R7（2025）年度末）
分野 施策 指標

78% 43%

（2019年度） （2025年度）

69% 73%

（2019年度） （2025年度）

33% 33%

（2019年度） （2025年度）

82.1% 85.5%

(2020年度） （2025年度）

76.6% 79.0%

(2020年度） （2025年度）

69.8% 71.5%

(2020年度） （2025年度）

４．学び、集い、ふれあって、自分らしく活動できるまち

31,302人 27,000人

（2018年度） （2025年度）

11 11

（2019年度） （2025年度）

97,570冊 100,000冊

（2019年度） （2025年度）

１２７点 115点

（2019年度） （2025年度）

1,424人 1,500人

（2019年度） （2025年度）

22,207人 23,000人

（２０１８年度） （2025年度）

659人 700人

（２０１８年度） （2025年度）

2,020人 2,000人

（２０１８年度） （2025年度）

3団体、個人31人 5団体、個人40人

（２０１８年度） （2025年度）

208,700人 210,000人

（２０１８年度） （2025年度）

０組 １組

（2020年度） （2025年度）

０組 １組

（2020年度） （2025年度）

２，６２１件 2,200件

（2019年度実績） （202５年度）

145人 500人

(2020年12月） (2025年度)

22.2% 40.0%

（2020年4月1日） (2025年度末)

未策定 策定済

（2020年度） （2025年度末）

未策定 策定済

（2020年度） （2025年度末）
人権教育・啓発推進計画の策定

男女共同参画基本計画の策定

市の審議会等への女性の登用率

加茂市国際交流協会SNSフォロワー数

5

コミュニティセンターの団体利用件数（年間）

アダプトプログラム登録団体数

シニアボランティアグループ数

4

体育施設利用者数（年間）

全国大会出場者数（年間）

総合体育大会参加者数（年間）3

スポーツ・レクリエーション大会参加者数（年間）

スポーツ教室・講習会等参加者数（年間）

民俗資料館来館者数（年間）

2

市展一般公募出品数

貸し出し冊数（年間）

健全育成に関する事業数（年間）1

公民館利用者数（年間）

下水道処理人口普及率

汚水処理人口普及率8

下水道接続率

管路経年化率

有収率7

累積欠損金比率
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現状 目標値

（基準時点） （R7（2025）年度末）
分野 施策 指標

５．人が集い、賑わいと活力があふれ、稼ぐ力と雇用を生み出すまち

82,667人 100,000人

(2019年度） （2025年度）

518,554人 530,000人

(2019年） （2025年）

8人 100人

（2020年度） （2025年度）

3件 5件

（2021.2.18現在） （2026.3.31)

85.1% 90.0%

（2020.3月新卒者） （2026.3月新卒者）

7件 9件

（2019年度） （2025年度）

21回 25回

（2019年度） （2025年度）

２件 ２件

(２０２０年度） （２０２５年度）

7,102千円 10,200千円

（2019年度） （2025年度）

48.7% 60.0%

（2019年度末） （2025年度末）

６組織 ８組織

（2020年度） （2025年度）

37人 37人

（2020年度） （2025年度）

６．社会の変化に対応し、市民に寄り添い、未来への責任を担うまち

95.5% 95.0%

（2020年度決算） （2025年度）

143,060㎡ 131,656㎡

(2020年度現在） （2025年度）

87.45% 95%

(2019年度実績） （2025年度）

3.6億円 10億円

(2020年度決算見込） （2025年度）

- 75%

（2025年度）

６件 30件

（2020年度） （2025年度）

10万件 20万件

（2020年度） （2025年度）

１１人 20人

（2020年度） （2025年度）
職員研修参加人数

ホームページアクセス数（年間）

電子申請できる届出等の数

2

総合計画（基本計画）における指標の達成度

ふるさと納税額（年間）

市税収納率

1

公共施設（建築物）保有面積

経常収支比率

有害鳥獣捕獲等従事者数

4 多面的機能支払交付金事業取組組織数

担い手への農地集積率

土産物センター・インフォメーションセンター売上額

3 中心市街地への出店件数（年間）

中心市街地におけるイベント開催数

展示会出展等への支援件数

2 高等学校新規卒業予定者の新潟県内就職率

融資や相談等を含めた創業支援件数（年間）

事業で拡大した関係人口（累計）

1 観光客入込数

加茂七谷温泉美人の湯入館者数
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